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問１：見出しの    に入る言葉を漢字２字で書きましょう。（      ） 

 

問２：「深海生物『ダイオウグソクムシ』」とありますが、どこの海の、どれくらい

の深さに生息しているのでしょうか。 

   ・どこの海（                          ） 

   ・どれくらいの深さ（                      ） 

 

問３：「脱皮が確認された」とありますが、鳥羽水族館では何例目でしょうか。 

                          （    ）例目 

 

問４：「兆候」は「ちょうこう」と読みます。どんな意味でしょうか。 

   ア たくさんの数。 

イ 物事が起こるきざし。 

ウ すばらしさ。 

 

問５：    にあてはまる言葉はどれでしょう。 

   ア 習慣 

   イ 慣習 

   ウ 習性 

 

問６：「餌を食べていない」とあります。同じような意味になるように（  ）の

中に言葉を入れましょう。本文中から漢字２字で抜き出します。 

   餌を食べていない ＝ （      ）している 



【活用にあたって】 

 問１：見出しは、記事で一番大事なことをズバリと言い

表します。見出しに入る言葉を考えることで、本文のキー

ワードをつかむことができます。文章の内容を的確に捉え

る力を付けるには、見出しを考えるという活動が有効です。

見出しを隠した記事の本文を読んで、自分なりの見出しを

考えてみてください。新聞社では記事を書く担当と見出し

を付ける担当は違う人です。それくらい見出しを重要だと

考えています。 

 問５：読む力を付けるには、より多く活字に触れること

です。この類義語の違いをつかむ語感に関する問題などは、

日ごろどれだけ本や新聞を読んでいるかが鍵を握ります。 

 

解答例 

問１：脱皮 

問２：インド洋や大西洋 

   300～2100メートル 

問３：３ 

問４：イ 

問５：ウ 

問６：絶食 



 ダイオウグソクムシは、その後どうなったのでしょう。

そんなことも忘れていた 2019年 11月 12日の朝刊に、次の

ような記事が掲載されました。 

 残念です･･････。 
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